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	２　北部児童相談所
	(1)　事故の概要
	(2)　発生の経過
	(3)　事故原因
	ア　複数人によるおやつのアレルギー成分チェックや、緊急連絡体制の明確化など、マニュアルを見直すとともに、誤食発生時には、原則医療機関を受診することを徹底するなど、食物アレルギー児童への適切な対応について、児童相談所内及びこども青少年局内で周知・徹底しました。
	イ　こども青少年局が所管する児童福祉施設等に対し、アレルギー疾患のある児童への対応について、マニュアルやガイドラインにより適切に行うよう通知しました。
	ア　マニュアル全体の見直しを図るとともに、こども青少年局全体による内部検証委員会を設置し、事故原因の検証と再発防止策への取り組みを行います。
	イ　職員がアレルギーに対して正しく理解し、緊急時に適切な対応が取れるよう、改めて、職員全員を対象に、医学知識、アレルギー対応手順等に関する研修を実施します。

